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故ゼ口 、 を達成しましょう 。 月号

春の交通安全運動 15F.J118 ~20日. |， 

思いやりゆずるl山で防ぐ事故

、交通事故ゼ口、はみんなの願 L、一ーというものの、年こずとに交通問題 


は深刻化しています。


この春も、 5月11日から 20日までの  10日問、全国一斉に交通安全運動 


が展開されます。


私たち一人ひとり力、正 しい交通ルールとマナーの実践を習慣づけ、事

町民のうごさ

世帯数  1，965戸・人口男  3，962女 4，026計 7，988(昭和58年 4月 1日現在) 

出生男 4女 5計 g・死亡男 3女 4計 7・転入男 14女12計26・転出男 28女28計56 (昭和58年 3月中)

広報かつうら 5月号 =155・昭和58年 5月 1日発行編集と発行勝浦町総務課 でんわ(08854)2 -2511 (代)

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
思いやりゆずる心で防ぐ事故

MUS04
テキストボックス
町民のうごき



勝
浦
町
議
会
議
員

昭和58年� 5月 1日 1)込 イコ つ ら 第155号 (2) 

選
挙
日
程
決
ま
る

待望の新体育館


農村勤労福祉センターが完成


ニ

臨

時

相

談

5
月

幻

日

間

半

回

町

役

場

5
月
羽
目
肘
小
松
島

市
役
所

時
間
は
池
田
、
脇
町
、
日
和
佐
、

半
田
は
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま

で
。
そ
れ
以
外
は
午
前
九
時
か
ら
午

後
四
時
ま
で
。

巡
回
交
通
事
故
相
談
日

一
定
期
相
談 

久
恵
(
給
食
セ

長
田

調
理
員

職
員
人
事
異
動

次
の
と
お
り
、
四
月

一
日
付
け
で

職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。 

@
生
比
奈
保
育
所 (

)
は
旧
任
で
す
。

保

母

福

井

福

美
(
横

瀬

保 

)

保

母

増

田

瑞

穂 

(横

瀬

保 

)

内
務
員

武
市
タ
メ
ノ 
(給

食

セ 
)

。
績
瀬
保
育
所

保

母

寺
尾

弘

商
い
(生
比
奈
保 
)

保

母

回

来

安

代 

(生
比
奈
保
)

内
務
員

岡

田

英

子
(
生
比
奈
保
)

。
給
食
セ
ン
タ
ー

調
理
員

存

口

好

子 
(勝
浦
病
院
)

調
理
員

清

水

敏

子 

(仲
間
瀬
保 
)

①
勝
浦
病
院

01吏用車ヰは、� 申請時にお支払い
< t二、

O
K

て
協
議
し
、
次
の
と
お
リ
決
定
し

ま
し
た
。

使 用 料利用区分
( 1時間当た� η)

200円バレーコート� 1面� 

バレーコー卜� 2面� 400円

バスケットボール� 400円� 

同

示

六
月
十
二
日
(日
)

。
投
票
日

六
月
十
九
日 
(日
) 

(執
行
予
定

勝
浦
町
選
挙
管
理
委
員
会 

(委

員
長
幸
山
喜

二
で
は
、

去
る
四

月
十
八
日
委
員
会
を
開
き
、
今
年

七
月
九
日
任
期
満
了
に
伴
う
町
議

会
議
員
選
挙
の
執
行
予
定
に
つ
い

さ� L、。

-
使
用
申
請
手
続

使
用
自
の
三
目
前
ま
で
に
教
育
委

員
会
に
て
申
鏑
手
続
を
し
て
く
だ
さ

い
。
鍵
は
、
横
瀬
の
大
久
保
博
市
さ

ん 

(鍛
冶
屋 
)
方
で
保
管
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

-
使
用
時
間

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
十
時

ま
で
。

-

休

館

日

毎
月
第
四
火
曜
日
と
十
二
月
二
十

八
日
か
ら
翌
年

一
月
四
日
ま
で
。

-
使
用
可
能
種
目

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
パ
ス
ケ
ソ
ト
ボ

ー
ル
、
テ
ニ
ス
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

剣
道
、
柔
道
、

卓
球

0

・

使

用

料

パ

レ

コ

ー

ト

が

二
面
と
れ
る
体
育
室

セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、
四
月
二
十
一
日
午
前
十
時
か
ら
同
体
育
館
で
唆
工

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

先
月
号
で
は
建
物
の
概
要
を
述
べ
た
の
で
、
今
月
は
施
設
の
利
用
の
仕

方
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

待
望
の
新
体
育
館
が
い
よ
い
よ
完

成
、
使
用
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
ど

し
ど
し
利
用
し
て
く
だ
き
い
。

町
と
雇
用
促
進
事
業
団
が
建
設
を
進
め
て
い
た
、
勝
浦
農
村
勤
労
福
祉

〕

国

ノぜレ コートバレーコート

5
月 
6
日
制 

5
月 
9
日
開 

5
月
刊
白
川

5
月
ロ
日
附

5
月
日
日
開

5
月
間
日
嗣

池

田

合

同

庁

舎

阿

南

合

同

庁

舎

川
島
合
同
庁
舎

鳴

門

市

役

所

脇

町

合

同

庁

舎

日
和
佐
合
同
庁
舎

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
待望の新体育館農村勤労福祉センターが完成勝浦町議会議員選挙日程決まる



(3) 第155号 1;込 べ〉 つ ら 昭和58年� 5月1日

V

V

喋
務
開
始
日
五
月
十
日
(
火
) 

救
急
患
者
輸
送
車
の
出
動
要
梢
は

V

，、司、

和

子

農村婦人の家洗濯室利用日程表� 

婦
人
の
家
を
利
用
し
て

生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
代
表

大
久
保

越
し
に
み
か
け
ら
れ
ま
す
。
健
康
づ

く
り
室
で
は
健
康
器
具
を
使
っ
て
、

体
力
づ
く
り
に
余
念
の
な
い
お
じ
い

ち
ゃ
ん
。
な
ん
と
な
ご
や
か
な
一
コ

?
で
あ
る
。

手
づ
く
り
加
工
室
で
は
、
製
粉
機
、

み
そ
く
り
機
、
回
転
釜
、
圧
力
釜
な

ど
大
型
機
械
を
使
っ
て
み
そ
加
工
、

果
実
を
使

っ
た
ジ
ュ
ー
ス
、
ン
ロ
ン

プ
漬
な
ど
、
自
家
菜
園
の
作
物
を
加

工
し
て
、
生
活
の
う
る
お
い
と
食
生

活
の
改
善
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

参
考
ま
で
に
た
け
の
こ
が
安
く
笠

宮
に
で
ま
わ
っ
て
い
る
今
日
、
こ
の

時
期
に
婦
人
の
家
の
加
工
室
を
利
用

な
ん
と
か
し
て
、
ど
う
し
て
も
造

っ
て
欲
し
い
と
願
フ
て
い
た
農
村
婦

人
の
家
が
昨
年
五
月
に
開
設
き
れ
一

年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
生
活
改
善
グ
ル

ー
プ
に
と
っ
て
待
ち
遠
し
く
切
実
な

願
い
が
、
実
現
さ
れ
た
喜
び
は
大
変

な
も
の
で
し
た
。
農
村
生
活
者
の
将

来
を
明
る
い
も
の
に
、
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

老
人
い
こ
い
の
部
屋
も
付
設
さ
れ

て
、
高
齢
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と

し
て
明
る
い
談
話
室
。
ゆ
っ
た
り
と

入
浴
を
終
え
、
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら

談
話
す
る
く
つ
ろ
い
だ
姿
が
ガ
ラ
ス

勝
浦
町
叙
急
患
者
輸
送
車
の

業
務
開
始
に
つ
い
て

昨
年
十
月
の
事
故
以
来
、
業
務
を


休
止
し
住
民
の
み
な
さ
ま
に
大
変
ご


不
便
を
お
か
け
し
て
い
た
、
救
急
患


者
輸
送
車
を
次
の
と
お
り
業
務
再
開


い
た
し
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

1日 績 瀬� 21土 自 由

②用 休館巴�  22日 星 谷� 

③*  休館日 ③月 休館日�  

4水 績 瀬� 24火 塁 谷

⑤木 休館日�  25水 中 角� 

6金 中 山� 26木 中 角

アエ 自 白� 27金 黒 モ山ヨ� 

8日 中 山� 28土 巴 白

⑨月 休館日�  29日 ~フ> 山� 

10火 中 山 ⑨月 休館日�  

1171< 11 111 31火 娃』 谷� 

12木 側 野
間利用時間� 16午� 

13金 槻 野 前� 9時~午後� 
4時30分。� 

14土 自 白 掛包週月曜日と� 

15日 久 国 祝日は休館で
す。

⑬月 休館日 綬自由の巳はあ� 

17火 久 国
らガじめ望I:da
等で申し込ん� 

18水 生 名 でください。� 

19木 生 名
揖1)(¥ず� 2人� 1組

で」利用くだ� 

20金 生 名
さい。� 

し
て
、
保
存
食
を
作
っ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ

②
古
典
空
パ
ッ
ク
方
法

利
用
の
し
か
た

あ
く
抜
き
し
た
た
け
の
こ
を
水
気

を
切
り
、
袋
に
つ
め
其
空
包
装
機
で

パ
ッ
ク
す
る
。

保
存
則
間

三
か
月
(
冷
蔵
庫
で

保
存
)

使
用
料

其
空
包
装
機

一
時
間
二
百
円

回
転
釜
半
日
五
百
円

自
治
宝
く
じ
助
成
で

坂
本
地
区
は
勝
浦
町
で
最
も
山
奥


に
位
誼
し
、
広
範
な
急
傾
斜
地
区
と


な
っ
て
い
ま
す
。


近
年
、
町
外
へ
出
稼
ぎ
に
出
て
い

る
消
防
団
員
も
多
く
な
り
「
自
分
た

ち
の
生
命
や
財
産
は
自
分
の
手
で
守

ろ
う
」
と
、
坂
本
区
民
の
要
望
と
積

極
的
な
取
り
組
み
か
ら
坂
本
消
防
予

備
隊
(
末
成
正
太
郎
隊
員
ほ
か
隊
員

二
十
九
人
)が
結
成
さ
れ
、
そ
の
活
動

V

か。

、っ

川

ピ
ン
詰
の
ぱ
あ
い

ゆ
で
て
あ
く
抜
き
し
た
た
け
の
こ

を
持
参
。
ビ
ン
に
入
れ
レ
ト
ル
ト
で

脱
気
し
て
、
回
転
釜
で
九
十
五
度 
C

で
一
時
間
殺
菌
す
る
。

保
存
期
間
約
一
年
間
保
存

「
レ
ト
ル
ト
半
日
千
円

i

使
用
料
{{

回
転
釜
半
日
五
百
円

本
町
の
救
急
患

凶

袋
詰
の
ぱ
あ
いl

l
C

水
を
入
れ
足
踏
シ 

ラ 

で
フ
タ
を

し
、
回
転
釜
で
九
十
五
度 

で
一
時

間
殺
菌
。

V
者
輸
送
業
務
は
、
消
防
法
の
救
急

自
動
車
と
は
根
本
的
に
異
り
ま
す

か
ら
介
識
者
が
必
要
で
す
。

そ
の
他
注
意
事
項
を
守
り
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

①
水
を
中
に
入
れ
る
パ
ッ
ク
方
法

あ
く
抜
き
し
た
た
け
の
こ
を
袋
に

利
用
者
の
義
務

業
務
内
容

急
病
や
負
傷
な
ど
に

よ
り
、
特
に
生
命
に
危
急
を
要
す

る
救
急
患
者
を
勝
浦
病
院
に
輸
送
。 

機
瀕
タ
ク
シ
ー

(
電
話
二
|
ニ 
O

六
八
)
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

保
存
期
間
三
か
月

使
用
料

l

足
踏
シ 

ラ
|
一
時
間
百
円

回

転

釜

半

日

五

百

円

三
人
以
上
で
グ
ル
ー
プ
を
組
み
、

事
前
に
電
話
(
二
|
三
三
二
四
)
で

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

初
め
て
利
用
さ
れ
る
か
た
も
機
械

の
取
り
扱
い
方
、
作
り
方
な
ど
管
理

人
が
指
導
し
て
く
れ
ま
す
の
で
お
気

軽
に
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

消
防
用
具
を
購
入

ー
坂
本
消
防
予
備
隊
|

に
対
し
て
九
月
に
財
団
法
人
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
理
事
長
か
ら
百
九
十
万

円
の
助
成
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
助
践
に
よ
り
消
防
ポ
ン
プ
、

ホ
|
ス
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど
の
消
防

用
具
を
購
入
し
、
本
年
の
四
月
か
ら

毎
月
一
日
と
十
五
日
の
二
回
、
地
元

消
防
団
貝
の
指
導
を
受
け
、
今
後
の

災
害
に
備
え
て
訓
練
を
行
っ
て
い
ま

す。

MUS04
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MUS04
テキストボックス
農村婦人の家
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(その 6)

シ
ン
ナ
ー
・
ポ
ン
ド
の
乱
用
|

い
っ
し
ょ
に
考
え
ま
し
ょ
う

一
人
て
悩
ま
ず

早
目
に
相
談

っ
た
こ
と
を
し
て
自
分
を
誇
示
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら

。

以
上
の
こ
と
が
酒

・
た
ば
こ

・
シ

ン
ナ
ー

・
ポ
ン
ド
な
ど
を
岐
飲
す
る

動
機
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
悪
溜
慣
を
つ
く
ら
な

い
た
め
に
、
家
庭
や
社
会
で
は
と
の

よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

対
策

一

小
さ
い
時
か
ら
の
し
つ
け
て
、

子
供
に
し

っ
か
り
し
た
、
意
志
の

強
い
性
格
を
つ
く
る
と
と
も
に
、

普
悪
の
正
し
い
判
断
の
で
き
る
一十

に
育
て
て
お
く
こ
と
で
す
。

二
家
放
関
係
を
良
く
し
、
家
庭
生

活
に
対
し
て
、
千
供
が
不
平

・
不

満
を
持
た
な
い
家
庭
を
つ
く
る
こ

と
で
す
。

三

視
が
子
供
の
前
で
消
を
飲
ん
だ

り
、
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い

の
が

一

祷
良
い

の
で
す
が
、
そ
れ
は
無
理

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
チ
供

の
う
ち
に
は
絶
対
吸
飲
さ
せ
な
い

と
い
う
怖
い
姿
勢
を
も
ち
つ

づ
け

る
こ
と
で
す
。

四
子
供
の
自
に
つ
く
場
所
に
不
用

意
に
放
置
し
な
い
こ
と
で
す
。
自

動
販
売
機
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

五

「

仕
方
が
な
い
」
と
あ
き
ら
め

た
り
、

「
外
で
は
吸
う
な
し
と
条

件
を
つ
け
て
認
め
た
り
す
る
こ
と

は
絶
対
に
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

六
勉
強
も
や
る
気
が
せ
ず
、
生
活

が
不
規
則
に
な
り
、
夜
遊
び
し
た

り
い
つ
も
仲
間
と
行
動
し
て
い

る
な
ど
、
好
ま
し
く
な
い
集
団
と

家庭教育

シリーズ� 
③ 

非
行
の
原
因
と
家
庭

の
つ
な
が
り
の
な
か
で
、
飲
酒

・

喫
煙
が
常
溜
化
し
た
場
合
は
、
そ

れ
だ
け
を
と
が
め
て
も
効
果
が
あ

り
ま
せ
ん
。

い
ろ
い
ろ
な
惑
い
条

件
を

一
つ
一
つ
解
消
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

七
日
襟
の
あ
る
子
は
、
た
ば
こ
や

酒
に
の
ま
れ
た
り
、
シ
ン
ナ
ー
や

ボ
ン
ド
に
手
を
出
さ
な
い
も
の
で

す
。
子
供
に
何
か
目
標
を
持
た
せ
、

そ
れ
に
打
ち
込
め
る
も
の
を
持
た

せ
ま
し
ょ
う
。
常山中同
化
し
て
い
て

も
気
持
の
転
燥
を
は
か
る

こ
と
が

で
き
ま
す
。

八

酒

・

た

ば

こ

・
シ
ン
ナ
ー

・
ボ

ン
ド
な
ど
が
健
康
上
悪
害
が
あ
る

こ
と
を
ハ
ソ
キ
リ
教
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

こ
れ
ら
は
結
局
税
の
問
題
で
す
。

相
談
の
内
容
は
、
金
銭
、
借
地
、

借
家
、
家
事
、
登
記
、
戸
籍
な
ど

法
律
上
の
問
題
一
切
で
す
。

5
月
3
日
は

憲
法
記
会
日

五
月
三
日
は
懲
法
記
念
日
で
す
。

こ
の
日
は
、
日
本
国
憲
法
の
施
行
を

記
念
し
、
国
の
成
長
を
期
す
る
意
義

深
い
日
で
す
。

こ
の
憲
法
記
念
日
を
中
心
と
し
て
、

毎
年
全
国
の
裁
判
所
で
は
、
法
務
省

や
日
本
弁
明
世
士
連
合
会
の
協
力
を
得

て
各
種
の
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

徳

島
で
も
次
の
記
念
行
事
を
行
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

1

無
料
法
律
相
談
所
の
開
設

五
月
六
日 

(金 
)
午
前
十
時 
1

午
後
三
時

徳

島

地

方

・
家
庭
数

字
所

2

講
師
の
派
遣

各
種
の
団
体
か
ら
講
演
の
希
望

が
あ
れ
は
、
講
師
を
派
遣
し
ま
す

0 

裁
判
所
の
見
学
裁
判
の
傍
聴


日
制
、
休
日
以
外
は
い
つ
で
も


結
構
で
す
が
、
団
体
の
場
合
は
あ


不
用
犬
買
い
上
げ 

一節i.犬は必ず!¥、

つないで(ださい一


5月� 4日ヤ'N
 
5月18日か'N


成犬� 300同


小犬� 100円


ー
飲
酒
・
喫
煙

背
少
年
の
湖
、
た
ば
こ
、
シ

ン
ナ
ー
、
ポ
ン
ド
な
と
の
吸
飲

は
、
身
体
は
も
ち
ろ
ん
精
神
ま

-
H

で
も
む
し
は
み
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
小

学
生
の
中
に
も
た
ば
、
」
を
吸
う

子
供
が
い
る
よ
う
て
す
し
、
中

学

・
高
校
生
と
も
な
る
と
洞
・

た
ば
こ
・
シ
ン
ナ
ー 
-
ボ
ン
ト

を
吸
飲
す
る
生
徒
が
ぐ
ん
と
地

え
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
既
に
非
行
化

し
つ
つ
あ
る
こ
と
で
、 

少
年

教
育
上
白
々
し
い
問
題
で
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
悪
磁
の
原
因
を

探
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

原
因

一

友

だ
ち
の
す
す
め
を
断
わ
れ
る

い
意
志
の
弱
さ
か
ら
。

二

未
経
験
な
こ
と
を
や

っ
て
み
た

い
と
い
う
好
寄
心
か
ら
。

三

生
活
が
お
も
し
ろ
く
な
く
ム
シ


ヤ
ク
ン
ャ
す
る
気
持
を
発
散
さ
せ


る
た
め
。


四
た
ば
こ
を
吸
う
こ
と
が
か

っ
こ

い
い
と
感
じ
る
か
ら
。

五
グ
ル
ー
プ
か
ら
仲
間
外
れ
に
な

り
た
く
な
い
か
ら
。

六
落
ち
こ
ぼ
れ
て
、
友
だ
ち
か
ら

相
手
に
さ
れ
な
い
の
で
、
何
か
変
( 

苦
情
や
要
望
は

行
政
相
談
委
員
へ

こ
の
ほ
ど
、
勝
浦
町
担
当
の
行
政

0

徳
島
行
政
監
察
局

相
談
委
員
に
中
村
芳
生
さ
ん 
(沼
江
)

徳
島
市
城
の
内
六

が
行
政
管
理
庁
長
官
か
ら
再
び
委
嘱

徳
島
地
方
合
同
庁
合

さ
れ
ま
し
た
。

電
話

(口
八八六

 

)
五
四
|
一

五
三

一 

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
苦
情
や
要

笠
の
あ
る
か
た
は
、
中
村
芳
生
さ
ん


か
徳
山
同
行
政
政
薬
局
に
お
気
併
に
お


申
し
出
く
だ
さ
い
。
 

行
政
相
談
委
員

O

中

村

芳

生

さ

ん

沼

江

電
話

ニ
!
コ
二
一
三 

3
ら
か
じ
め
守
}
連
絡
く
だ
さ
る
と
便

利
で
す
。

¥、一
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み

ん

な


老の

入者

間正


{¥題

、、( 

勝浦中学校 3年

湯浅 美千代

私
の
一
番
の
願
い

は
、
や
っ
ぱ
り
、
家

族
が
幸
福
で
、
健
康

で
あ
る
こ
と
で
す
。

今
回
、
母
に
聞
い

て
み
ま
し
た
。

「
な
あ
、
お
か
あ

さ
ん
、
お
か
あ
さ
ん

の
家
族
に
対
す
る
一

番
の
願
い
っ
て
何
日

す
る
と
母
は
、

「
ほ
ら
も
う
、
健

康
じ
ゃ
わ
。
健
康
で
、

思
い
や
り
の
あ
る
家
族
に
な
っ
て
く

れ
た
ら
一
番
い
い
日
と
答
え
て
く
れ

ま
し
た
。

な
る
ほ
ど
、
私
と
よ
く
似
て
い
ま

す
。
日
本
国
じ
ゅ
う
、
世
界
じ
ゅ
う

ま
わ

っ
て
み
た
っ
て
、
同
じ
答
え
で

し
ょ
う
。
そ
れ
が
普
通
な
の
で
す
。

家
族
み
ん
な
が
心
を
打
ち
解
け
合

っ
て
、
何
不
自
由
な
く
暮
ら
し
て
い

け
る
と
い
う
こ
と
は
、
最
高
の
幸
せ

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
健
康
で
長

生
き
し
て
楽
し
く
充
実
し
た
人
生
を

送
り
た
い
と
い
う
人
間
は
ど
こ
に
で

も
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
う
希
望
ど
お
り
に
は

な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
に
は
、
赤
ん

坊
の
時
代
も
あ
れ
ば
、
人
生
で
一
番

す
ば
ら
し
い
青
春
時
代
も
あ
り
、
自

分
の
仕
事
に
専
念
す
る
時
代
も
あ
れ

ば
、
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
に

な
っ
て
か
ら
の
時
代
も
あ
る
の
で
す
。

新
し
い
が
あ
れ
ば
古
い
も
存
在
す
る

の
で
す
。
今
の
社
会
は
何
を
す
る
に

し
た
っ
て
古
い
も
の
の
価
値
を
無
視

し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

新
し
い
型
の
冷
蔵
庫
が
出
た
と
い
え

ば
、
今
の
今
ま
で
使
用
し
て
い
た
、

ま
だ
ま
だ
使
え
る
冷
蔵
庫
を
捨
て
、

そ
の
冷
政
庫
を
買
い
、
新
し
い
消
し

ゴ
ム
を
貿
っ
た
と
い
え
ば
、
古
い
消

し
ゴ
ム
を
机
の
奥
深
く
し
ま
い
こ
ん

で
し
ま
う
。

も
し
、
こ
れ
ら
の
捨
て
ら
れ
た
物

る
の
で
は
な
く
、
入
・
り
さ
れ
る
の
が

老
人
ホ 

ム
。
家
庭
の
中
で
、
ゴ
ミ

扱
い
さ
れ
、
も
う
こ
れ
以
上
め
ん
ど

う
み
き
れ
な
い
、
か
ら
と
、
さ

っ
さ

と
ほ
う
り
こ
ま
れ
る
の
が
老
人
ホ
ー

ム
。
か
わ
い
い
孫
の
顔
さ
え
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
が
老
人
ホ 

ム
。

自
分
を
み
じ
め
だ
と
思
い
、
生
き
る

こ
と
が
い
や
に
な

っ
て
し
ま
う
の
が

老
人
ホ 

ム
。
一
つ
で
も
生
き
る
喜

び
が
感
じ
ら
れ
る
点
が
あ
る
で
し
ょ

、っヵ。

l l

老
人
ホ
|
ム
、
こ
の
地
設
は
必
要

最
小
限
に
と
ど
め
る
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
地
加
は
反
省
し

て
み
る
べ
き
で
す
。
子
は
小
さ
い
時

に
、
お
む
つ
を
と
り
か
え
て
も
、
匂
っ

l

た
り
、
ミ
ル
ク
を
飲
ま
し
て
も
ら
っ


た
り
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
親
に
と

っ


て
は
迷
惑
で
も
何
で
も
な
い
の
で
す
。


一
つ

の
忍
び
な
の
で
す
。


そ
れ
で
は
、
税
が
年
老
い
て
子
が

世
話
を
す
る
と
い
う
'
}
と
は
子
に
と 

っ
て
た

い
へ
ん
な
迷
惑
な
の
で
し
ょ

う
か
。
こ
う
す
る
こ
と
は
当
た
り
前

の
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
世

話
を
や
い
た
ん
だ
か
ら
、
今
度
は
世

話
を
や
い
て
も
ら
う
。
ど
こ
が
ど
う

あ
る
の
で
す
。
し
か
し
、
今
の
私
た

ち
が
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
親
は

ち
は
、
老
人
の
幸
せ
に
生
き
る
権
利

子
の
為
に
汗
水
流
し
て
働
い
て
く
れ

を
、
ふ
み
に
じ
っ
て
い
る
の
で
す
。

た
の
で
す
。
だ
か
ら
、
子
は
、
立
派

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
と
は
い
え
ま

に
成
長
で
き
た
の
で
す
。
感
謝
す
る

せ
ん
。
分
か

っ
て
い
る
の
に
、
分
か

べ
き
な
の
で
す
。
そ
れ
を
、
も
う
、

っ
て

い
な
い
よ
う
な
ふ
り
を
し
て
い

年
老
い
た
か
ら
、
役
に
立
た
な
い
と

る
だ
け
な
の
で
す
。
結
果
は
恩
知
ら

い
っ
て
、
ま
る
で
そ
こ
ら
へ
ん
の
が

ず
の
冷
た
い
人
間
た
ち
な
の
で
す
。

ら
く
た
の
よ
う
に
老
人
ホ
|
ム
へ
ぽ

私
は
、
こ
の
作
文
を
書
く
こ
と
に

い
と
入
れ
て
し
ま
う
。
ま
る
で
老
人

あ
た

っ
て
、
人
権
を
守
る
と
い
う
こ

ホ 

ム
が
、
ゴ
ミ
箱
問
機
の
よ
う
に

と
の
尊
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

見
ら
れ
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

だ
れ
も
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て

人
間
は
、
た
だ
働
く
喜
び
だ
け
を

い
る
人
権
。
赤
ん
坊
も
、
お
年
寄
り

知
る
為
に
、
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
き

も
平
等
に
持

っ
て

い
る
人
権
。
今
こ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
そ
う
は
恩

そ
、
私
た
ち
は
人
権
の
姿
を
明
確
に

い
ま
せ
ん
。

人
聞
は
、
家
族
の
愛
情

と
ら
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
。

に
ふ
れ
、
周
閣
の
人
々
の
愛
情
に
ふ

(
人
権
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
入
選
作
)

婦
人
就
業
援
助
技
術
講
習
会
の
開
催

次
の
と
お
り
婦
人
就
業
援
助
技
術

セ
ン
タ
ー
 

講
包
会
が
山
開
催
さ
れ
ま
す
。

講
習
科
目

経
理
、
販
売
 

定
貝
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
、

定

員

三
十
人
 

ご
希
望
の
か
た
は
早
め
に
申
し
込
ん

申
込
締
切

五
月
十
六
日
 

で
く
だ
さ
い
。 

0
申

込

先

徳
島
市
庄
町
一
丁
目


講
習
期
間

蔵
本
公
閣
内
徳
島
県
婦
人
就
業

五
日
の
聞
に
二
十
一
日
間 

援
助
セ
ン
タ
ー 

(
八
八
六
|
三


O
講
習
時
間

午
前
九
時
三
十
分 
1

一
一
|
七
九
五
  

O
午
後
三
時
三
卜
分 

受

講

料

無
料

(
た
だ
し
教
材


l
0
開
講
場
所

徳
島
市
昭
和
町
八
丁

な
ど
五
千
八
百
円
は
自
己
負
担 
) 

回

二

七

二 
O

徳
島
技
能
開
発

(徳
島
県
)

六
月
一
日
l
七
月
十

O O O O
W
H

O
) 

O

に
心
が
あ
れ
ば
ど
う
思
う
の
で
し
ょ

う
か
。
私
は
、
ま
だ
ま
だ
使
え
る
ん

で
す
よ
。
ど
う
か
、
お
願
い
で
す
、

も
っ
と
も

っ
と
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
役
に
立
ち
た
い
の
で
す
。

と
嘆
き
悲
し
み
、
訴
え
て
く
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「使

い
捨
て
」、

こ
れ
は
、
私
た
ち

人
間
に
も
あ
て
は
ま
る
言
葉
な
の
で

す
。
老
人
ホ
|
ム
、
こ
れ
こ
そ
、
今

の
社
会
の
象
徴
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

世
間
か
ら
も
見
放
さ
れ
、
家
族
に
ま

れ
、
自
分
を
み
が
き
、
生
き
る
喜
び

を
知
る
為
に
生
ま
れ
て
き
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
だ
か
ら
、
老
人

に
だ
っ
て
、
幸
せ
に
生
き
る
権
利
は

で
も
見
放
さ
れ
た
老
人
た
ち
が
、
入
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や 行てば さすら問
小こわ、れそれ るい題

『噸擁護場j

し
、
同
和
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
う

こ
と
に
よ

っ
て
、
啓
発
を
進
め
る
と

と
も
に
自
己
研
修
を
深
め
、
問
題
解

決
へ
の
取
り
組
み
を
強
め
て
い
き
ま

同
和
教
育

社
会
で
は
:
•. 


ま
た
、

「
地
域
改
替
対
策
特
別
姶

置
法
に
よ
っ
て
、
同
和
地
区
の
環
境

が
改
説
因
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
の
ネ

タ
ミ
差
別
」
と
か
、
「
同
和
同
和
と

騒
ぎ
立
て
ず
そ
っ
と
し
て
お
け
ば
自

討
論
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分

自
身
が
か
か
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な

る
わ
け
で
す
。

指
導
員
が
帰
っ
た
あ
と
、
家
族
問

で
差
別
問
題
に
つ
い
て
、
よ
り
深
ま

り
の
あ
る
話
し
合
い
が
持
た
れ
る
機

会
が
増
す
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
ま

す。
こ
れ
は
、
な
か
な
か
骨
の
折
れ
る

地
道
な
活
動
で
す
が
、
そ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、
い
ま
地
下
水
の
よ
う
に
徐

々
に
地
域
住
民
の
意
識
の
中
へ
浸
透

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

(同
和
問
題
テ
キ
ス
ト
「
展
望
」
か
ら
)

教育相談室
※相談日	 毎週月・水・金曜日

午前9時一午後5時

※電 言吉	 2 -2511番

※相談員� 社会教育指導員
相原亨

5月定例心配ごと相談� 

日時	 5月6日樹ー・人権，行政関係� 

5月20日樹 ・厚生，福祉関係

午前|日時~午後 3時

場所	 住民福祉センター 2階

す
。

な
り
ま
す
。
指
導
員
と
し
て
の
資
質

を
高
め
る
た
め
に
、
各
地
域

・
戦
場

て
盆
夜
に
わ
た
っ
て
の
準
備
研
修
が

が
出
ま
す
。

開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
一
人
一

人
が
同
和
問
地
に
対
す
る
深
い
理
解

と
認
織
を
持
ち
、
自
己
変
革
を
図
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
う
し
て
指
導
員
と
な

っ
た
人
々

は
、
夜
間
、
個
人
宅
あ
る
い
は
隣
組

な
ど
が
数
軒
集
ま
っ
た
場
所
を
訪
問

西
日
本
大
会

西
日
本 
ι

語
家
族
や
向
こ
う
三
軒
両
隣
り
と
い

然
に
解
消
す
る
と
い
う 

柑
た
子
を

d

のはすく |可 宅な発での多あ くにさ発りすれと会会すはしてれ手口く
教、 。つ 南 同り活問理 くいそな目れ文まる 、が ・・ る、ないて教ら学
師市 か市和ま1Ii1J和解のまうつをて書す人そ感地研�  l咲同がまい育べ校
が町 のを研しヵ、学を人つして通おも 。 もれん区究函和らしるはて向
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と買 でし 呼 施策も和りと 。多れ行啓お加さな演修限iで か れ �  i笠 間 に

¥ー 

¥句』

っ
た
少
人
数
の
集
ま
り
で
は
ホ
ン
ネ

例
え
ば
、
ホ

ン
ネ
に
誘
わ
れ
て
出

起
こ
す
な
“
の
考
、
ぇ
方
」
と
い
う
よ

う
な
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
、
そ
こ
で

は
厳
し
く
問
い
直
さ
れ
る
の
で
す
。

そ
れ
と
共
に
、
家
庭
の
中
で
の
差

別
や
職
場
で
の
差
別

・
地
域
で
の
差

別
な
ど
の
身
近
な
問
題
に
つ
い
て
も

話
し
合
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
よ

う
に
、
見
る
だ
け
、
聞
く
だ
け
と

い

う
形
か
ら
脱
却
し
、
自
分
が
話
し、

て
く
る

「
そ
ん
な
に
言、っ
け
ん
ど
、

わ
し
ゃ
交
通
事
故
の
問
題
で
、
こ
、
つ

こ
う
あ

っ
た
ん
よ
。
な
か
な
か
め
ん

ど
い
ぞ
よ
」
と
い
う
よ
う
な
話
の
中

に
あ
る
差
別
意
識
を
徹
底
的
に
お
互

い
に
払
拭
し
て
い
く
わ
け
で
す
。

勝
浦
会
館
五
月
行
事

J¥ 


18 12 10 8 7 5 4 
日日日 日日日日
制(柑(刈 (日)(i)附休) 

手
芸
教
室

生
花
教
室

音
頭
教
室

勝
浦
同
和
問
題
研
究
会

定
例
会

着
付
教
室

踊
り
教
室

手
芸
教
室
(
玉
ノ
木

・

五
十
回
公
会
堂
)

県
予
選
で
優
勝

第
五
回
西
日
本
軟
式
野
球
一
部
大

グ) tL¥1fI，て tLるよ、に
中石Jfて下おはよう各つ
学修いのり「うな家い
校でまい、訪に啓庭て

会
県
予
選
の
決
勝
戦
が
四
月
四
日
、

蔵
本
球
場
で
行
わ
れ
、
体
協
野
球
部

が
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

こ
の
大
会
、
勝
浦
休
協
は
予
選
で

土
成
体
協
、
徳
教
群
、
那
資
川
体
協

を
連
破
。
決
勝
で
徳
島
ド
ラ
ゴ
ン
を

大
差
で
下
し
、
西
日
本
一
部
大
会
の

出
場
権
を
制
捜
得
し
ま
し
た
。

体
協
野
球
部
は
、
七
月
一
日
か
ら

三
日
間
宮
崎
県
都
城
市
営
球
場
で
開

か
れ
る
、
西
日
本
一
部
大
会
に
県
代

表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

同
日
日
附
締
り
教
室

初
日
幽
生
花
教
室

幻
日
出
音
頭
教
室

引
抗
日
附
着
付
教
室
、
民
話
教
室

回

目

附

踊

り
教
室

各
教
室
と
も
午
後
八
時
か
ら
開
講

し
ま
す
か
ら
時
間
に
返
れ
な
い
よ
う

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
みんなでなくそう部落差別
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um

H
U

ロ (その2)
〆/

と

冷
涼
ま
た
は
寒
冷
の
気
候
に
適
し
、

岐
か
す
き
る
と
こ
ろ
で
は
病
害
が
発

生
し
や
す
い
。
北
海
道
、
長
野
、
鳥

取
な
ど
を
生
産
地
と
し
て
、
ほ
と
ん

ど
全
国
に
広
が

っ
て
お
り
、
よ
く
生

な
す
る
。

土
地
は
日
当
た
り
、
風
通
し
、
排

水
の
良
い
土
地
で
、
粘
土
質
に
有
機

質
、
砂
質
を
適
度
に
含
ん
だ
耕
土
の

深
い
土
地
が
よ
く
、
土
の
好
み
は
ホ

タ
ン
と
同
じ
で
あ
る
。
連
作
を
き
ら

う
が
、
五
か
年
く
ら
い
休
め
は
差
し

支
、
え
な
い
。

防
ぐ
た
め
、
切
り
ワ
ラ
、
枯
�
 十も
ど

を
は
帆
え
持
に
厚
く
放
く
の
が
よ
い
。

同

定
植
後
の
管
理

除
草
が
主
な
作
業
と
な
る
。
早
め

に
行
い
、
太
陽
に
よ
く
当
て
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
た
だ
し
、
株
元
に

直
射
日
光
を
当
て
な
い
よ
う
に
倣
草

を
充
分
に
行
う
こ
と
。
春
に
な
る
と

茎
が
立
ち
、
つ
ぼ
み
が
で
き
る
が
、

楽
用
栽
培
の
場
合
は
早
め
に
摘
み
と

リ
、
養
分
の
浪
貨
を
防
ぐ
。
降
雨
中

や
水
分
の
多
い
と
き
に
畑
に
入
る
と

土
が
閉
ま
る
の
で
、
土
の
軟
ら
か
い

う
ち
は
畑
に
入
ら
な
い
ほ
う
が
よ
い
。

同

施
肥

肥
料
は
地
力
や
�
 え
付
け
後
の
年


数
に
よ
り

一
概
に
は
吉さ
田
え
な

い
が
、


な
る
べ
く
有
機
質
の
遅
効
性
の
も
の


カ
よ
い
。


国

防
除

虫
害
で
重
要
な
も
の
は
な
い
が
、

病
気
は
シ
ャ
ク
ヤ
ク
サ
ビ
病
、
コ
ク

ハ
ン
病
な
と
の
発
生
が
あ
る
の
で
こ

れ
の
防
除
を
行
う
。

有
望
薬
用
植
物
の


導
入
に
つ
い
て


護
効
成
分

一
句
薬
(
シ
ャ
ク
ヤ
ク
)

中
国
東
北
地
区
か
ら
北
朝
鮮
に
か

四イ主
オ!或
ノ分
|は  

jレ
ノミ

イ
オ
フ

途� 

け
て
の
原
産
地
で
、
ボ
タ
ン
よ
り
先

に
わ
が
国
に
入

っ
た
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科

の
多
年
草
で
あ
る
。
薬
草
と
し
て
は

根
を
用
い
ま
す
ο

名
前
の
由
来

古
名
で
は
エ
ビ
ス
ク
ス
リ
と
呼
ば

れ
て
い
た
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に

エ
ビ
ス
は
外
国
・
唐
の
固
め
意
味
で

あ
る
か
ら
、
外
国
か
ら
来
た
と
い
う

意
味
で
、
シ
ャ
ク
ヤ
ク
も
ま
た
ボ
タ

ン
と
問
機
に
薬
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
泌
字
の

十
句
薬
を
音
読
み
に
し
て
和
名
に
な
っ

た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

ー¥

都合により延期していま 


したせん定講習会を次のと 


おり開催します。ぜひご参 


力nくださし、。


日時�  5月11日体)


午後�  1I時から


場所.その他は四月号の 


広報でお知らせしたとおり 


ていす。


つ


五

栽
倍
の
適
地

同

収
穫

収
制
使
は
ふ
つ
う
凶
年
生
(
植
付
五

ね
帰
り
起
こ
し
、
土
を
落
し
て
似
を

似
一肌
基
部
か
ら
も
ぎ
と
り
、
似
頭
部

と
恨
と
に
区
別
す
る
。
根
は
薬
用
と

し
、
桜
頭
郎
は
繁
殖
用
と
す
る
。

同

収
量

管
理
や
地
力
に
よ
り
大
差
が
あ
る

が
、
岡
山
は
二
千
二
百
�
 
1
二
一
千
万
程
度

で
あ
る
。
�
 

年
目
)
の
秋
に
行
う
が
、
半
�
 
1

六
年

先
に
行
っ
て
も
差
し
支
、
え
な
い
。

時
期
は
九
月
中
旬
に
卜
ウ
ク
ワ
等

を
使
い
、
畑
の
一
ん
か
り
深
耕
を
兼

⑧

⑮

⑨

⑧

⑧


本
町
で
の
栽
箔

ー/¥ 

経
済
的
に
栽
泌
さ
れ
た
の
は
本
年

乾
燥
・
調
整
と
出
荷

根
を
切
り
、
水
洗
い
し
、
外
皮
を

完
全
に
取
り
除
き
天
日
乾
燥
す
る
。

こ
の
製
品
を
生
干
と
い
う
。

別
の
方
法
は
、
水
洗
い
し
た
根
を

沸
騰
し
た
熱
湯
に
二
十
分
間
入
れ
、

引
き
上
げ
て
乾
燥
す
る
方
法
が
あ
る
。

こ
の
方
法
で
作
っ
た
も
の
を
シ
ン
シ

ャ
ク
(
其
有
)
と
呼
び
、
品
質
は
良

い
が
か
な
り
の
熟
練
を
要
す
る
。

ど
ち
ら
の
方
法
で
も
熟
練
し
た
技

術
を
要
す
る
の
で
、
ふ
つ
う
は
生
根

で
業
者
に
版
売
さ
れ
る
。
�
 

5
月
釘
日
ま
で
に
申
し
込
み
を

γ
以
上

く
わ
し
い
こ
と
は
産
業
諜
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

七

栽
活
の
実
際
�
 

が
初
め
て
で
、
十
川
分
だ
け
奈
良
県

か
ら
種
苗
を
と
り
寄
せ
ま
し
た
。
あ

と
は
各
家
庭
の
庭
に
観
賞
用
の
も
の

が
ボ
ツ
ボ
ツ
あ
る
程
度
で
す
。

H

苗
の
っ
く
り
方

実
生
法
と
株
分
け
法
が
あ
る
が
、

最
初
は
株
分
け
し
た
も
の
を
購
入
す

d

株
間
四
十
日
，、
制
{
八
十
，日

刃
を
上
に
し
て
航
、
ぇ
、
四
日
�
 

J

布
市
叫
叩
小
昔
、
図
合
理
化
対
策
と
し
て

十
月
上
中
旬
に
、
う
ね
幅
八
十
い	 

推
進
し
て
い
ま
す
園
内
作
業
道
�
 (半

業
名
徳
島
県
単
独
地
域
振
興
事
業
�
 
)

は
、
本
年
も
笑
泊
さ
れ
る
見
込
み
で

す
。
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
五
月
三

を
州
リ
、

経
度
認

A

十
申
一
口
を

る
の
が
普
通
で
あ
る
。

十
一
�
 

ま
で
に
町
役
場
産
業
課
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

H
要
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
受
益
戸
数

三
戸
以
上

マ

延

長

百

い川
以
上
川
円
以
-一

・
4
 

同

定
植
時
期
と
方
法

鎮
痛
、
鋲
盤
、
緩
和
、
収
れ
ん
剤

な
ど
で
、
こ
と
に
婦
人
議
と
し
て
利

用
度
の
高
い
も
の

で
あ
る
。

土
す
る
。
さ
ら
に
、
凍
害
、
�
 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
十万温州みかんせん定講習会

MUS04
テキストボックス
園内作業道
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農


作


に
二
1
三
花
残
し
他
を
除
く
。

の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

成
虫
は
四
月
中
、
下
旬
か
ら
活
動

を
始
め
七
月
上
旬
ま
で
加
害
、
分
散

し
間
も
な
く
越
夏
、
越
冬
し
ま
す
。

被
害
は
、
葉
は
葉
縁
か
ら
表
側
に

向
っ
て
縦
に
巻
き
、
激
し
い
場
合
は

中
ろ
く
を
中
心
と
し
て
両
側
か
ら
ほ

と
ん
ど
完
全
に
巻
き
込
み
、
犬
ぶ
く

れ
状
と
な

っ
て
早
期

(六
月
上
旬 
)

か
ら
落
葉
す
る
。

果
実
は
、
が
く
周
辺
部
を
中
心
に

五
月
下
旬
か
ら
黒
褐
色
め
斑
点
を
生

じ
、
そ
の
食
害
痕
は
果
実
の
肥
大
に

つ
れ
て
大
き
く
な
る
。

防
除
は
、
五
月
下
旬
の
幼
果
食
害

当
日
は
町
民
の
皆
さ
ん
の
応
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

と

き

五
月
八
日 

(
日
)

午
前
十
時
か
ら

と
こ
ろ

M
水
和
剤
四
百
倍
散
布
。

期
に
オ
ル
ト
ラ
ン
水
和
剤
千
五
百
倍

液
、
ま
た
は
サ
リ
チ
オ

ン
水
和
剤
の

千
倍
液
を

一 
1
二
回
柿
の
新
梢
と
幼

果
の
が
く
周
辺
部
に
て
い
ね
い
に
散

布
す
る
。

く
わ
し
く
は
教
育
委
員
会
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

社
会
総
合
大
学
開
講
式

O
五
月
六
日

(
金
) 

0
午
後

一
時
か
ら

j時2え2iEg訂;
 

病
害
虫
防
除

。
炭
そ
病
・
落
葉
病

・
カ
キ
ク
ダ
ア

ザ
ミ
ウ
マ

・
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

サ
リ

チ
オ
ン
乳
剤
千
倍
加
用
ト

ッ
プ
ジ
ン 

温
州
み
か
ん

除

箪

除
草
剤
を
使
用
す
る
場
合
は
、
グ

ラ
モ
キ
ソ
ン
三
百

伐
と
ダ
イ
ロ

ン
二

百
づ
を
水
百
五
十 
1
二
百 

μ
に
溶
か

し
て
散
布
す
る
。

病
害
虫
防
除

。
ア
ブ
ラ
ム
シ
・
か
い
よ
う
病

ジ
ン
に
他
の
薬
を
混
用
し
た
も
の
で
、

兄
弟
口
問
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

販
売
は
四
月
下
旬
よ
り
実
施
さ
れ

る
予
定
で
す
が
、
非
常
に
魚
毒
性
が

強
い
の
で
使
用
に
当
た

っ
て
は
、
河

川
な
ど
へ
の
流
入
に
は
特
に
注
意
し
、

桑
に
も
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

ハ
ウ
ス
ス
ダ
チ

エ

。
新
害
虫
情
報
(
カ
キ
ク
ダ
ア
ザ
ミ

ウ
マ
)

カ
キ
ク
ダ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
は
、
柿
の

新
築
や
幼
果
を
食
害
し
て
大
き
な
被

害
を
与
え
る
ス
リ
ッ
プ
ス

で
す
。

本
県
で
は
、
昨
年
上
板
町
で
初
め

て
発
生
を
確
認
し
、
そ
の
後
、
県
西

部
の
柿
産
地
で
も
発
生
を
認
め
て
お

り
、
今
後
柿
の
重
要
害
虫
に
な
る
も

第
一
山
田
中
央
福
祉
地
区

身
体
障
害
者

体
育
大
会

第
十
六
回
中
央
福
祉
地
区
身
体
障

害
者
体
育
大
会
が
五
月
八
日
(
日
)

午
前
十
時
か
ら
勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

参
加
町
村
は
、
勝
浦
町
を
含
め
中

央
福
祉
地
区
管
内
十
二
町
村
。
参
加

出
場
人
員
は
十
六
歳
以
上
の
身
体
障

害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
約
五
百

イ
シ

ン
剤
千
倍
、
幼
木
は
特
に
注
意

し
散
布
。

。
訪
花
害
虫

デ
ナ
ポ

ン
水
和
剤
を

開
花
初
期
よ
り
二
1
三
日
お
き
に
二

回
散
布
。

。
ぞ
う
か
病
・
黒
点
病

ラ
ビ
ラ
イ

ト
水
和
剤
六
百
倍
、
ま
た
は
メ
ル
ク

デ
ラ
ン
水
和
剤
千
倍
。
昨
年
は
黒
点

病
の
発
生
が
非
常
に
多
か

っ
た
の
で
、

梅
雨
前
の
こ
の
時
に
必
ず
散
布
す
る
。

ま
た
、
枯
枝
は
見
つ
け
た
ら
除
く
。

。
新
農
薬
情
報

ミ
カ

ン
ハ

モ
グ
リ
ガ 

(
エ
カ
キ
ム

シ
)
の
予
防
に
効
果
が
高
く
、
持
続

性
の
あ
る 

(
十
五
日
前
後 
)
農
薬
が

登
録
さ
れ
ま
し
た
。

商
品
名
は
パ
ー
マ
チ
オ

ン
、
ハ

ク

サ
ソ
プ
、
ミ
カ
ン
ト
ッ
プ、

ベ
ジ
ホ

ン
の
四
剤
で
、
い
ず
れ
も
ス
ミ
サ
イ

無加温

抽

澗

果

本
年
は
花
が
非
常
に
多
く
、
放
任

す
る
と
小
玉
果
に
な
ふ
と
思
わ
れ
ま

す
。
小
玉
果
は
有
利
に
販
売
で
き
に

く
い
の
で
最
終
的
に
五 
1
六
業
に
な

る
よ
う
摘
果
す
る
。
な
お
、
密
着
果

は
緑
色
が
薄
く
な
る
の
で
除
く
。

病
害
虫
防
除

。
ダ
ニ
類

ケ
ル
セ

ン
乳
剤
千
五
百

倍
を
発
生
初
期
に
散
布
す
る
。

。
ハ
マ
キ
ム
シ
・
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

ス
プ
ラ
サ
イ
ド
乳
剤
二
千
倍
。

勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド 

柿

嫡

嘗

開
花
十
目
前
ご
ろ

人
で
、
勝
浦
町
か
ら
は
約
五
十
人
が

出
場
し
ま
す
。

競
技
種
目
は
、
六
十

μ
競
争
、
百

灯
競
争
な
ど
十
二
種
目
が
行
わ
れ
、

そ
の
他
に
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ

一
結
果
枝
上

れ
ま
す
。

(雨
天
の
と
き
は
体
育
館
で
映
闘

を
上
映
し
ま
す
。)

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

O O

傷
害
保
険
の
加
入 

受
付
期
間

十
月
末
日
ま
で 

保
険
期
間

昭

和

五
十
八
年
四
月

一
日
か
ら
昭
和
五
十
九
年
三
月
三
十

一
日
ま
で

O
保

険

料

中
学
生
以
下
の
ス
ポ

ー
ツ
団
体
(十
人
以
上
)
は、

一
人
年

間
三
百
二
十
円
、
一
般
の
ス
ポ
ー
ツ

団
体 
(十
人
以
上
)
は
千
円
で
す
。

y

ス
ト 

ク
ス
乳
剤
二
千
倍
、
加
用
マ

f一一一一一一一一一一一一-l 

(iiiii!?ifT j
i L E言語、妻� 3喜重 お� j 

福
祉
セ

ン
タ
ー
三
階 

i号弓どあ 度憶骨粗� b i 
j ゴ空堅三平� u 
i 占存 竺富空言� j 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
今月の農作業メモ
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わたしの 

坂: メ
寸
S、 横 星 単 旦主 中

-vi

j 

0鯉のぼり ，肘流しなどが電 ( 固 電 だ よ り )

線に巻きついたり ，竿やポー  ¥ ノ

ルが倒れかかったときは，危険なた
Hi作:品

め絶対に手を触れないで，すぐもよ

可え


戸
籍
の
窓 

ご
結
婚
お
め
で
と
う

ヘ

横

瀬 

中

村

悟

(電E祢略〉 

高北
僑 山 

i羊
子靖

鯉
の
ぼ
り
に
よ
る

感
電
事
故
を
防
正
し
ま
し
ょ
う

西
谷

3
月
同
日 
1
4
月
日
日

お
誕
生
お
め
で
と
う

小
松
島
市

f

今
治
喜
久
代傍

花

岡

吉

徳 

若
美

松甫
下士反 

りの四国電力へお知らせください。

O鯉のぼりをおたてになる場合は，電
くJI/~P> 

線から十分離れたところでたてまし

ょっ。

J
キ 

な
わ
子
」 J

一二

男

陽

f
i
E

命
お
く
や
み
申
し
ま
す

寒
川

リ
ク
(
部
歳
)

上

村

監 

歳
)

堀
イ
ワ
エ
(
九
歳
)

石

本

勝

明 

(η
歳
)

日
浦
ト
ミ
ノ
(
沌
歳
)

福
本
十
九
男
(
祁
歳
)

堺

福

一 

(
河
歳 
)

(ω

希 美 伯 美 1ヰ 介*~ 

機生坂中槻掛 中

瀬名 本角野谷 山

片谷 佐高
山 口 光井  

智哲 浩雅
代 也 美人

岩
平
岡

ま
前
回
品
開
吉
ノ

岩

み

ど

り 

)長

男

勇

福

野

誠

二

/
一長

女

希

喜
司
子
」

ー
呑
口
敏
夫
/

瀬主
真

由

美

」

一長
女

{憂

利
行
/

美
代
子
」
一二

男

祥

f

中 

又
夏
、
三
時
監
督
の
胸
を
張
リ

一
日
が
過
去
、
ぇ
流
れ
て
花
が
散
り

し
ん
が
り
を
夫
が
の
ぼ
る
女
坂

生

名

丸

山

香

月

入
院
え
自
の
良
し
悪
し
は
云
う
と
れ

ずま
だ
命
惜
し
い
好
物
が
ま
ん
す
る

脳同
診
絡
に
聞
か
れ
た
く
な
い

古

い
似

引

伯

江

大

岡

小

校

嘘
が
な
い
土
に
生
き
て
る
太
い
指

手
探
り
で
歩
く
人
生
だ
か
ら
味

地
下
足
袋
の
底
か
ら
春
の
唄
が
出
る

一
日
で
す
。
必
ず
納
期
内
に
納
め
て

本

1 11

お

)

長

女

広 

池
官
同
の
勝
つ
の
を
待
っ
て
縦
咲
き

角
叫
刑
囚

坂

本

た

に

ふ

じ

え

欣
昌
/

信
子
三
一
女
真

中

ど
の
服
も
み
ん
な
子
か
ら
の
払
い
下

善

意

茶
柱
を
覗
い
て
く
れ
る
人
が
居
る

猫
追
、
え
ば
屋
根
え
の
逃
げ
場
知

っ
て

い
る

坂

本

白

田

回

久

恵

両
隣
り
あ
る
幸
せ
が
過
疎
と
住
み

貧
し
さ
が
股
夫
症
な
き
古
稀
の
足

坂

本

谷

富

士 

勾
日
を
図
児
迎
え
の
老
の
足

坂

本

日

浦

怨

峰

山
怨
痴
よ
そ
う
君
の
笑
顔
が
き
れ
す
ぎ

るプ
ロ
ッ
ク
塀
出
来
て
隣
が
速
く
な
り

横

瀬

中

回

万

里

布
団
干
す
孫
の
匂
い
が
風
に
散
る

人
生
の
ス
ラ

ン
プ
手
相
ジ

ソ
と
見
る

立

川

堀

梅

子

音
痴
に
も
唄
が
出
る
日
の
花
の
酔

裸
像
に
も
百
花
僚
乱
花
吹
雪

自
動
車
税

あ
り
が
と
う 

納
付
は
納
期
内
に

ざ
い
ま
し
た

.ζ

自
動
車
税
の
納
期
限
は
五
月
三
十

~ 

横

瀬

篠

勢

都 

京

寒
川

崎
州
八
さ
ん
(
中
山
)

く
だ
さ
い
。

m

堀

正

昭

さ

ん

(

立

川

)

自
動
車
税
の
納
付
は
、
自
動
車
税

匿

名

(

横

瀬

)

事
務
所
の
ほ
か
県
内
の
金
融
機
関
、

以
上
の
か
た
か
ら
町
普
意
銀
行
に

県
が
指
定
し
た
農
業
協
同
組
合
や
郵

善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
心
か
ら

便
局
の
各
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

す
。

徳

島

県

出
認
は
由
同
↑
白
ま
で
に

三
句
ハ
ガ
キ
で

還
り
先
勝
浦
町
三
渓

田
博
出
荷
広
夫
さ
ん
(
郡
横
)
ま
で

町
内
在
住
の
か
芝
巳
限
り
き
す
。

次
回
は
俳
句
、
そ
の
次
は
短
献
と
長
代
に

の
せ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
役
句
く
芝
さ
い
。

棚

野

太

田

正
平

-v

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
わたしの作品四電だより



つ ら 第155号

と

き

と
こ
ろ

※ 該
当
児

健
診
内
容

と

き

と
こ
ろ

該
当
児 

ーコ� 
i:J込昭和58年� 5月1日 (10) 

一
歳
六
か
月
児

健
康
診
査 

J

身
体
、
精
神
発
達
と
も
に
大
切
な

時
期
で
す
。
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

五
月
十
三
日

(
金
)i

午
後
一
時
三
十
分 

三
時

勝
浦
病
院

昭
和
五
十
六
年
九
月

一
日

ー
十

一
月
三
十
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
児

①
内
科
健
診
②
歯
科
健
診

問
診
票
と
母
子
手
帳
を
こ
持
参

く
だ
さ
い
。

乳
児
健
康
診
査

五
月
二
十
日
(
金
)

午
後
一
時
三
十
分 
1
三
時

勝
浦
病
院

昭
和
五
十
七
年
十
月

一
日

1
昭
和
五
十
八
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

と ※ 

ポ

児

母
子
手
帳
を 
ζ

持
参
く
だ
さ
い

き 生リー
ワオ、五

月
二
卜
五
日
(
水
)

午
後

一
時
三
十
分
1
三
時

と
ニ
ろ

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

該
当
者

生
後
三
か
月
か
ら
十
八
か

月
ま
で
に
二
回
飲
む
こ
と

が
必
要
で
す
が
、
四
歳
未

山
酬
の
子
で
二
回
完
了
し
て

い
な
い
場
合
は
ぜ
ひ
受
け

て
く
だ
さ
い
。

※
印
鑑
と
母
子
手
帳
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

病
気
に
な
ら
な
い
生
活
習
慣

病
気
に
な
っ
た
と
き
に
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、

何
よ
り
も
ま
ず
病
気
に
な
ら
な

い
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
普
段
か

ら
の
健
康
っ
く
り
、
病
気
の
予
防
に
心
が
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

、

-規則正しい生活を -適度な運動をし よう

や会 均
ピ〉ペ'j)1ユE生眠き ，� 

st可決昨甑を
定相的にそ� 
(1;JL;う

-肥満の防止 -バランスのとれた食事をイ叉 間救急 当番 表 �  
5月2日 上勝彦療所

4日 山西医院

6日 勝浦病 院 �  

8日 上勝第2診療所

10日 湯浅医院�  

12日 勝浦病 院

14日 上勝話療所
一 一 一� 

16日| 勝浦病 院 �  

18日| 赤岩医 院

20日 山西医院�  

22日 勝浦病 院

24日 上勝第2診療所� 

26日 湯浅医院�  

28日 勝浦病 院 �  

30日 赤岩医 院

電話番号�  

勝浦病院�  
2-2555 

山西医院�  
2-302ア� 

湯浅医院�  
2-2003 

赤岩医院
2-2006 

上勝診療所� 
6-0302 

上勝第 2ð~療所 
5-0152 

平日午後� 6時~翌朝午前9時 休日午後� 7筒~翌朝午自Ij9時

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
みんなの健康

MUS04
テキストボックス
ポリオ小児マヒ生ワクチン投与




